
時の祖母の喜びようはなか った。 まるで、 自分が

帰依 している佛 に で も会 ったかの如 くであった。

時期的に佛花に事欠 く頃だ ったか ら余計喜 んだの

だと思 う。私はその時の祖母の顔が忘 れ られず、

一緒に生活 していた間は毎年の ように猫柳を採 り

に出かけた。

大学を出て 十・勝の高校に勤め るよ うにな り、い

つ しか猫柳採 りも遠 のいたが、札幌へ転勤 して北

区の郊外 に住む ようになって、再び始ま った。 し

か し、祖母はすでに亡 くな ってい る。それで も猫

柳を採 り続 ける私は、あ るいは祖母の喜びの顔を

さが し求めているのか も知れない。
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「か くとだにえやはいぶ きのさ しも草 さしも知 らじな もゆ る思ひを」

藤原実方の作。 自作歌 を藤原 行成がけな したのを怒 り殿 中で相手の冠 を叩 き落 した為に陸奥守 に

左遷 されて死ん だ。 才気換 発の作 歌人で刺撰 集に も64首 あ る。 この歌は縁語 の多い もので 「いふ一

いぶ きを 一・さ しも草 一一'燃ゆる思 一・ひ(火)と っながる。 つ まり 「私のこん なに燃 ゆる恋心 を知 らな

いのですか 」という意味で、後 世芭蕉 も奥の細道 で多感 な この詩人の薄命の死 をはか なん でいる。

サシモグサは差 芝と書 き ヨモギの 占名 である,、占来か ら薬用植物 でお灸の原料。

「久方 の光のどけき春の 日に しづ心な く花の散 るらむ」

紀友則 とは、貫之 のいとこで36歌 仙 の 一人。刺撰集 に6千 首あ り、 占今集撰者 の一人だ った。た

だ花 とあ るだけだが 、やは りヤマザ クラを見ての作。
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